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１ 治山と砂防ダム対策は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東日本大震災より３年３カ月が過ぎ、４月からは

200 戸の災害公営住宅への移転も５月中旬に全戸入

居と、町民の話題も明るい方へ。 

 又、６月に入り、荒立東、内山地区の分譲地の確

定もし、皆様の努力も徐々に実現しつつあります。 

 しかし、忘れてはならない我々の足元の対策は、

ややもすると忘れがちの事項ではと案じています。 

 ６月は梅雨に入ります。住民の更なる安心安全の

生活のため、次の点について伺います。 

(１) 町内・離半島における、震災後の届け出のあ

った山林の伐採面積（坪数）と、総本数及び植

栽本数は。 

(２) 町内、北浦、五部浦地区のほとんどの砂防ダ

ムは満杯であるが、震災以前、震災後での整備

と、ダム本体の管理状況は。 

(３) 女川町内の、２級河川を含む 66 カ所に対する

洪水、氾らん対策は十分か。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

 

 

 


